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令和 8 年 3 月 9 日 

株式会社 宮崎放送 

2025 年度 MRT 環境賞が決定 

SDGs 環境大賞に 特定非営利活動法人 郷の息吹 

 

MRT 宮崎放送は郷土宮崎の環境保全を推進するため、1991 年に「キープみやざきビューテ

ィフルキャンペーン」をスタートさせました。2001 年には、公募による「MRT 環境賞」を 

創設し優れた環境活動を毎年、表彰しています（後援 宮崎県・宮崎県教育委員会）。 

今年度は、有識者・学識経験者でつくる MRT キープみやざきビューティフル審議会による

選考の結果、SDGs 環境大賞 1 件、優秀賞 2 件、キラリと光る活動賞 2 件を、下記のとおり 

決定しましたのでお知らせいたします。 

MRT 宮崎放送は「MRT 環境賞」による顕彰活動を通して、SDGs が目標とする環境・経済・

社会のバランスがとれた持続可能な社会づくりを推進してまいります。 

 

※3 月 20 日（金・祝）午前 11 時より MRTmicc エメラルドホール（宮崎市）で表彰式予定 

 

記 

【 SDGs 環境大賞 】 

特定非営利活動法人 郷
さと

の息吹
い ぶ き

 ＜美郷町＞  ※活動支援金 30 万円を贈呈 

同法人は、里山の荒廃や侵入竹など地域の構造的課題に向き合いながら、森林再生を起点に、

暮らし・産業・文化を再接続。放置森林の整備や竹林対策を継続するとともに、国産メンマの製

造・出荷、水環境の実習、伝承食を受け継ぎ、自然マルシェや森林ツアーを開催するなど、環境

保全を経済活動や教育、交流へと結びつけている。環境を「守る対象」から「暮らしの中で活か

し続ける基盤」へと転換し、体験や交流を通じて地域住民や来訪者の関わりを広げてきた点を評

価。地域発の実践が、暮らしの中で新たな循環を育み続けることを期待し、その功労を讃える。 

 

        



【 優秀賞 】  ※活動支援金 10 万円を贈呈 

檍
あおき

地域まちづくり推進委員会 環境部会 ＜宮崎市＞ 

同会は、17 年にわたり宮崎市檍地区周辺で活動。特に①希少生物が生息する一ツ葉入り江の

干潟の保全・啓発活動、②新別府川・江田川清掃・希少動植物の保護活動、③檍地区花いっぱい

にする環境美化活動、④一ツ葉松林再生活動など、地域の環境保全・美化を住民主体で精力的に

進めてきた。活動がモデルとなり、自然豊かで住みやすい宮崎県となることを大いに期待する。 

       

【 優秀賞 】  ※活動支援金 10 万円を贈呈 

株式会社 宮
みや

﨑
ざき

茶
さ

房
ぼう

 ＜五ヶ瀬町＞          

同社は全国に先駆け 40 年以上にわたり、無農薬・有機栽培に取り組み、町全体へと広がる

環境保全型茶農業の礎を築いた。五ヶ瀬川源流域で、地域の水質保全と生態系の維持に貢献。 

また放置される茶畑を受け継いで土壌流出を防ぎ、防災面でも重要な役割も果たす。農繁期

には全国から若者を受け入れ、労働力の確保のみならず、地域とのつながりを育む場も提供。

文化継承と新たな価値創造を両立させる優れた取り組みとして高く評価する。 

       

 

【 キラリと光る活動賞 】 ※活動支援金 5 万円を贈呈 

延岡市立北川
きたがわ

中学校 ＜延岡市＞           

中学生たちが地元の家田湿原をはじめ地域の自然環境の再生と保全に努める活動は、とても

尊く、称賛に値する。地域の人々と共に活動の輪を楽しく広げ、校風をつなぎながら、北川町

の美しい自然環境が、いつまでも残ることを心から祈りたい。 

     

【 キラリと光る活動賞 】 ※活動支援金 5 万円を贈呈 

南九州大学 人間発達学部 遠藤ゼミ plus ＜都城市＞  

 カモシカが、どれほど貴重な野生動物なのか、同ゼミは保育園・小学校教育のための教材づく

りという新手法で、SDGs の根幹をなす ESD（持続可能な開発のための教育）指導者を育成。新

たなカモシカ保護活動の実践により、カモシカが絶滅危機を脱することを願う。 

   



「2025 年度 MRT 環境賞」の選考について 

 

【応募対象】 郷土宮崎の環境保全を推進する優れた活動で、地域の経済、社会,、文化の 

持続的発展も見通した、SDGs 達成をめざす取り組み（自薦・他薦を問わない） 

【募集期間】 2025 年 10 月 1 日（水）～11 月 30 日（日） 

【選考方法】 MRT キープみやざきビューティフル審議会を開催し、合議により各賞を決定 

 

＜2025 年度 MRT キープみやざきビューティフル審議会 審議委員＞ 

委員長  岩本 俊孝  宮崎大学名誉教授 NPO法人 宮崎野生動物研究会理事長 

副委員長  大坪 篤史  宮崎県法人会連合会 専務理事  元宮崎県環境森林部長 

委員  大嶋 一範  国土交通省 九州地方整備局 宮崎河川国道事務所 所長 

委員  加藤 学   毎日新聞社 宮崎支局長 

委員  河野 耕三  綾町ユネスコエコパーク推進支援員 

委員  栗原 ちひろ 気象予報士 防災士 気象防災アドバイザー 

委員  杉田 英治  NPO 法人 五ヶ瀬自然学校 理事長 

委員  難波 裕扶子 株式会社 シンク・オブ・アザーズ 代表取締役 

委員  平田 令子  宮崎大学農学部 農学科 森林環境持続性科学コース 准教授 

委員  島埜内 諭  株式会社 宮崎放送 CSR 委員会 委員 

 

 


